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１２－６ 愛知県から長野県南部で発生する深部低周波地震活動にともなう歪変化に 

ついて 

Strain changes accompanying with low-frequency earthquakes in Aichi and 

southern part of Nagano Prefecture. 

 

気象庁 地震予知情報課 

Earthquake Prediction Information Division, JMA 

 

 （１）深部低周波地震の発生領域と歪変化 

愛知県から長野県南部にかけての深部低周波地震の発生時に，周辺の歪計で変化が観測されるこ

とがある．歪変化のパターンは，深部低周波地震の発生領域に対応して，いくつかのパターンに分

けられる．愛知県から長野県南部にかけての，深部低周波地震の発生領域を南側から RegionA, 

RegionB, RegionC にわけ，それぞれの領域で深部低周波地震が発生したときに対応した歪計の変

化を第 1(a)図に示す．深部低周波地震は，時間とともに発生場所が移動する場合があり，このよう

な場合には，歪の変化も，深部低周波地震の移動に対応して，変化様式が時間とともに変わってい

る．（第 1(b)図）． 

 

（２）歪変化から推定した短期的スロースリップのモーメント解放履歴 

歪変化が，フィリピン海プレート境界付近の短期的スロースリップによるものと仮定し，プレー

ト境界付近のすべり量を推定し，短期的スロースリップのモーメントを求めた（中村ら（2004）の

手法による）．プレート境界の深さ，スリップの方向は，中央防災会議によるものとし，すべり量の

みを推定した．第 2 図に，推定したモーメントの解放履歴を示す．モーメント解放のスピードは，

2003 年半ばから 2005 年終わり頃までは早かった．2005 年は，長期的スロースリップがほぼ停止し

た時期である． 

長期的スロースリップの停止後，短期的スロースリップの発生場所別にモーメント解放量をみる

と，愛知県側（第 1 図の RegionA の領域）で発生する短期的スロースリップによるモーメント解放

量は減少しているが，長野県南部（第 1 図の RegionC の領域）で発生する短期的スロースリップに

よるモーメント解放量は，増加しているように見える（第 2(b)図）． 
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第 1 図(a) 深部低周波地震の発生領域と，それに伴って発生する特徴的な歪変化 
Fig.1 Characteristic strain changes accompanying with deep low-frequency earthquakes. 
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第 1 図(b) 深部低周波地震の発生領域と，それに伴って発生する特徴的な歪変化 
Fig.1 Characteristic strain changes accompanying with deep low-frequency earthquakes. 
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第 2 図(a) 歪変化から推定される東海短期的スロースリップのモーメント解放履歴 
Fig.2 Moment release of short-term slow slip events estimated by strain changes. 
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第 2 図(b) 歪変化から推定される東海短期的スロースリップのモーメント解放履歴 
Fig.2 Moment release of short-term slow slip events estimated by strain changes. 
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